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哀辞

昭和44年 7月 7日 本会評議員京都大 学 教 授 経 済 学 博

士鎌倉昇君心筋梗塞で軽井沢で惜しくも急逝されました

世寿44歳

あなたは 昭和25年京都大学経済学部を卒業し 昭和43年

教授に昇任して金融論講座を担当し 近代経済学の立場から

現実の経済に密着し現実の経済を鋭く分析しその方向をさぐ

りだして 清新な理論をきずきあげ 学界ばかりでなく広く

財界幹蒙にも活躍し ますます将来を期待されていました

あなたは 昨年10月以来学生部委員として働き とくに本

年 1月の本学紛争には粉骨砕身 この激務にあたられ紛争

解決にあたってくれました 学者としてまた教育者としての

余りにはげしい活動があなたを 急逝させることになりまし

あなたは 京都大学経済学会の評議員として 本学会の運

営につくされ 本誌にすぐれた研究をのせられて 本誌にか

がやかしい光彩をくわえてくれました

経済学会はかけがえのない若いあなたを失うととになりま

した謹んで ここに あなたの遺影をかかげ心から哀悼

の意を表します

昭和44年 8月31日

京都大学経済学会


